
　
同
社
は
、
工
作
機
械
用
Ｃ

Ｎ
Ｃ
装
置
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
中
心
に
、
工
場
の

自
動
化
設
備
の
開
発
・
製
造

を
行
っ
て
い
る
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で

は
、
世
界
４
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
、
世
界

中
の
製
造
現
場
に
お
け
る
自

動
化
を
大
き
く
牽
引
し
て
い

る
。

　
今
回
、
視
察
し
た
本
社
工

場
は
、
53
万
坪
も
の
敷
地
内

に
数
多
く
の
工
場
が
点
在
す

る
工
場
群
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

高
度
に
自
動
化
さ
れ
た
最
先

端
の
生
産
設
備
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
ま
ず
中
央
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ン
タ
に
お
い
て
、

Ｃ
Ｎ
Ｃ
や
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、

ロ
ボ
マ
シ
ン
と
い
っ
た
同
社

製
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
視

察
し
た
。

　
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
「
Ｆ

Ａ
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
ロ
ボ

マ
シ
ン
」
と
い
う
従
来
か
ら

の
３
本
柱
に
加
え
て
、
近
年

は
「
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

ｓ
ｙ
ｓ

ｔ
ｅ
ｍ
」
と
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を

取
り
入
れ
た
製
品
を
充
実
さ

せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
後
、
機
械
加
工
工
業
、

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
工
場
、
修
理

工
場
の
３
工
場
を
視
察

し

た
。
機
械
加
工
工
場
は
前
述

し
た
「
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
に
よ
り
夜
間
操

業
の
無
人
化
も
実
現
す
る
な

ど
、
高
度
な
生
産
設
備
を
備

え
た
工
場
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
工

場
は
、
本
社
工
場
の
中
で
最

も
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い

る
工
場
で
、
徹
底
し
た
効
率

化
が
施
さ
れ
た
生
産
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
視
察
し
た
修
理
工

場
は
、
同
社
の
「
生
涯
保
守
」

と
い
う
理
念
を
体
現
し
て
お

り
、
30
年
以
上
前
に
製
造
さ

れ
た
部
品
の
修
理
に
も
対
応

可
能
な
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
・
凝
縮
さ
れ
た
工
場
で

あ
っ
た
。

　
視
察
中
は
参
加
者
か
ら
多

く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
同

社
の
先
進
的
な
工
場
か
ら
自

社
の
将
来
を
見
据
え
た
製
造

現
場
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
参
加
し
た
松
岡
康
彦
工
業

副
部
会
長
（
湘
南
デ
ザ
イ
ン

社
長
）
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
、
最
先
端
技

術
の
工
場
見
学
な
ど
は
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

　
独
自
の
工
夫
を
し
て
成
長

す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
認
定
す
る
県
の
「
神

奈
川
が
ん
ば
る
企
業
２
０
１

９
」
に
、
工
業
部
会
な
ど
に

所
属
す
る
会
員
６
社
が
選
定

さ
れ
た
。

　
県
は
、
広
報
媒
体
や
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
県
内
中
小
企

業
支
援
機
関
の
媒
体
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

を
使
っ
て
認
定
企
業
を
広
く

周
知
し
て
い
き
い
く
。

　
同
制
度
は
、
独
自
の
工
夫

を
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
年

率
３
％
以
上
の
付
加
価
値
額

も
し
く
は
年
率
１
％
以
上
の

経
常
利
益
の
幅
を
実
現
さ
せ

た
企
業
を
認
定
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
計
41
社
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
認
定
企
業
の
中
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
独
自

性
や
地
域
へ
の
貢
献
度
が
特

に
優
れ
て
い
る
企
業
を
「
神

奈
川
が
ん
ば
る
企
業
エ

ー

ス
」
と
し
て
も
認
定
し
て
い

る
。

　
今
回
「
が
ん
ば
る
企
業
」

に
認
定
さ
れ
た
会
員
企
業
は

以
下
の
通
り
。

　
▽
（
株
）
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ

ア
▽
相
模
螺
子
（
株
）
▽
大

島
機
工
（
株
）
▽
か
な
が
わ

経
済
新
聞
（
同
）
▽
（
株
）

髙
田
金
属
塗
装
工
業
▽
マ
イ

ク
ロ
テ
ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
（
株
）
　
※
ク
ロ
ス
メ
デ

ィ
ア
と
マ
イ
ク
ロ
テ
ッ
ク
・

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
は
「
が
ん
ば

る
企
業
エ
ー
ス
」
に
も
認
定
。

　
向
洋
技
研
（
緑
区
橋
本
台

に
新
本
社
・
工
場
を
こ
の
ほ

ど
稼
働
さ
せ
た
。
同
社
で
製

造
販
売
す
る
テ
ー
ブ
ル
ス
ポ

ッ
ト
溶
接
機
「
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
（
マ
イ
ス
ポ
ッ
ト
）
」
の

専
用
工
場
で
、
事
務
棟
１
階

に
は
、
マ
イ
ス
ポ
ッ
ト
を
実

際
に
試
せ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

も
置
い
た
。
新
工
場
の
稼
働

に
よ
り
、
同
製
品
の
年
間
生

産
能
力
は
、
旧
工
場
（
同
市

中
央
区
田
名
）
の
倍
以
上
と

な
る
約
１
２
０
台
と
な
り
、

国
内
外
の
需
要
に
対
応

す

る
。

　
事
務
所
棟
（
４
階
建
て
）

と
工
場
棟
（
平
屋
建
て
）
で

構
成
。
旧
本
社
に
い
た
従
業

員
は
新
工
場
に
移
動
し
た
。

甲
斐
社
長
は
「
金
属
が
存
在

す
る
限
り
『
く
っ
つ
け
る
』

と
い
う
溶
接
の
需
要
は
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
同
社
の
テ
ー
ブ
ル

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
は
、
国
内

外
で
の
販
売
台
数
を
伸
ば
し

続
け
て
お
り
、
現
在
ま
で
に

海
外
15
カ
国
、
累
計
３
５
０

０
台
を
納
入
し
て
い
る
。

参加した工業部会メンバーや関係者
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働
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新工場にはショールームも設置
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工
業
部
会
は
11
月
22
日
、
都
市
産
業
研
究
会
と
合
同

で
山
梨
県
忍
野
村
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
の
本
社
工

場
を
視
察
し
た
。
工
業
部
会
か
ら
は
18
社
、
19
人
が
参

加
。
当
日
の
様
子
を
報
告
す
る
。

　
　
（
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
・
樽
川
裕
紀
）


